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研究成果の概要（和文）：本研究では、近現代インドにおいて歴史記述のあり方がいかに変遷し

たのかを、インド西部グジャラート地方の知識人層に焦点をあてて検討した。その結果、この

地方において、独立前後の政治過程を背景に、インドの統一性を強調する歴史記述が台頭した

ことや、その一方で特定のコミュニティの立場から、コミュニティごとの差異を強調しつつ「イ

ンド」との関係を模索する多様な歴史像が表されたことが明らかになった。さらに本研究は、

これらの歴史認識が、独立後の州再編過程や、宗教コミュニティ間、地域間関係をめぐる議論

といかに連関していたのかを具体的に示した。 
 
研究成果の概要（英文）：This project has analyzed the ways in which history was narrated in 
colonial and post-colonial India, focusing in particular on writings of Gujarati intellectuals 
in western India. Its results show that, while narratives which emphasized the historical 
unity of India became dominant due to the political context around the time of 
independence, there also existed a variety of narratives written from the perspectives of 
specific communities, which stressed differences among communities and tried to find out 
how to relate themselves with 'India'. This project has also demonstrated how these 
different perceptions of history influenced and were influenced by the process of 
reorganizing states as well as the debates over the relationships between regions and 
religious communities after independence.  
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１．研究開始当初の背景 
 
1990 年代以降、イギリス植民地期のインド
知識人層に焦点をあて、彼らがどのように

「自分たちの歴史」を再構築しようとしたの
かを、彼らの様々なアイデンティティのあり
方と関連づけながら議論した研究が多数出
された。しかしその一方で、1947 年のイン
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ド独立以降に、それまでの歴史記述にどのよ
うな変化が加えられたのかについては、十分
な検討が加えられていない状況にあった。筆
者自身も、それまでは植民地期のインド知識
人層の歴史記述を分析していたのだが、新た
に対象範囲を独立後にまで拡大し、インドに
おける歴史記述の変遷過程を検討したいと
考えたことが、本研究の出発点となった。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、近現代インドにおいて歴史記述
のあり方がどのように変遷したのかを、イン
ド西部グジャラート地方の知識人層に焦点
をあてて明らかにすることを目的とした。ま
ず、植民地期から独立後にかけてのこの地方
の代表的な歴史書を取り上げ、それらが書か
れた当時の政治・経済・社会的背景と照らし
あわせながら、それぞれの特徴を明らかにす
ることを試みた。そのうえで、歴史記述の変
遷を通時的に追いながら、今日のインドにお
ける歴史解釈・歴史教科書をめぐる論争など
も視野に入れつつ、今後の歴史記述のあり方
を検討することを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
インド、イギリスの図書館・文書館・教育機
関で資料収集を行い、近現代のグジャラート
地方において、知識人層の間で広く流通して
いた歴史書、著名な社会・文化団体の発行す
る雑誌その他の出版物、州議会文書のなかに
現れる政治家たちによる歴史解釈などを集
め、それらの特徴や背景を分析した。さらに、
地域間の比較という視点を部分的に導入し、
グジャラートとインドの他地域の事例とを
比較することで、グジャラートにおける歴史
記述の特徴を明らかにするとともに、歴史認
識が地域間関係にどのような影響を及ぼし
ているのかを考察した。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）本研究の成果としては、まず、植民地
期から独立以降にかけて、グジャラート地方
の知識人層に多大な影響を残した K・M・ムン
シー（1887-1971）の歴史記述について、歴
史書、歴史小説はもとより、随筆、講演、自
伝などを幅広く収集しながら、それらの特徴
を明らかにした。現在も彼の作品は広範な知
識人層に読まれており、その内容や表現が引
用されることも少なくない。しかし、政治
家・文学者としてのムンシーの知名度の高さ
にもかかわらず、彼の歴史観を政治・社会的

背景と照らしあわせながら、また、それぞれ
の時代の変化にも着目しながら、総体的に分
析した研究は必ずしも多くない。本研究では、
まず彼が 20 世紀前半に、インド、グジャラ
ートのそれぞれについての歴史像を提示し、
「アーリヤ」概念を用いながら両者を重ね合
わせていった過程を示した。さらにインド・
パキスタン分離独立以降は、国家統合への模
索や分離主義への警戒を背景に、インドの異
なる地域間の統一性、共通性をさらに強調し
た歴史像を提示したことを明らかにした。ま
た、彼が自らの設立した文化団体を通じて、
インドの歴史や「伝統」についての認識を、
国内はもとより、海外のインド系移民にまで
広めようとしていたことにも着目した。こう
した諸活動は、独立後のインド政治における
「ヒンドゥー・ナショナリズム」の展開とも
しばしば絡み合うこととなる。これらの研究
成果は、海外の学会で報告したほか、一部は
近く英語論文としての刊行が予定されてい
る。 
 
（２）一方で、本研究では、ムンシーに代表
されるような広範な影響力をもつ知識人と
対照させるかたちで、いわば「周縁」に位置
した知識人の残した歴史記述にも着目した。
たとえば「ヒンドゥー｣以外の宗教コミュニ
ティに属する知識人たちの歴史記述には、イ
ンドの統一性・共通性を強調するムンシーら
の歴史像に対して、コミュニティごとの差異
を重視しつつ、「インド」という存在といか
に折り合うかを模索するありさまが反映さ
れている。これらの歴史記述は、これまで学
術書・論文のなかで部分的に参照されること
はあったものの、本研究ではさらに、同じ個
人やコミュニティの歴史記述のなかにも、さ
まざまな揺れや相違があることに留意し、そ
れらの背景も考慮しながら、より綿密な分析
を行った。 
 
（３）さらに本研究は、グジャラートの事例
を、インドの他地域における歴史記述の特徴
と比較することにより、地域的な特徴を考察
した。その結果、この地方が M・K・ガーンデ
ィー率いる独立運動の中心地としての役割
を担い、独立後も知識人層がその記憶を強く
意識していたことが、彼らの歴史記述全般に
大きな影響を与えていたことが明らかにな
った。こうした歴史記述、歴史認識はさらに、
独立後にこの地方が「州」として再編される
際の政治過程や、中央政府及び他州との関係
にも反映されることになる。本研究は、これ
まで政党や政治家間の対立・交渉を中心に描
かれてきた州再編過程について、地域間の歴
史認識の相違に焦点をあてることにより、そ
の背景をより明確に示すことができた。州再
編過程と歴史記述、歴史認識との関連につい



 

 

ては、海外の学会で報告し、現在、これを論
文として刊行するための準備を進めている。
また、近く国内の学会においても、国内外の
研究者と共同で州再編過程に関するパネル
を設置することが決まっており、このなかで
も本研究の成果を報告する予定である。 
 
（４）上記のような成果を踏まえたうえで、
現在、植民地期から独立後にかけてのグジャ
ラート地方における歴史記述の変遷をまと
める作業を進めているほか、歴史教科書の地
域間比較など、個別テーマに関する論文を準
備中である。また、筆者は今年度から、国内
外の共同研究者とともに、近現代インドにお
ける食文化とアイデンティティに関する複
合的研究を開始したが、そのなかでも歴史書、
歴史教科書において食文化がいかに語られ
ているのかを分析している。本研究の問題意
識や成果は、この新規の研究プロジェクトに
もつながるものと期待される。 
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